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概要
この論文では simplicial complex ∆ が flag であり, その Stanley-Reisner

idealが strongly stable または stableであるとき,その極小生成元集合がどの
ような性質をもつのか,極小生成元集合と f-列がどのような関係にあるのかを
調べた.

主定理１ [n] 上の simplicial complex ∆ に対して, I∆ が strongly stable,

G(I∆) = G(I∆)2 であることと
G(I∆) = {x1x2, . . . , x1xd1}
∪{x2x3, . . . , x2xd2}
∪ . . .

∪{xkxk+1, . . . , xkxdk
},

d1 ≧ d2 ≧ · · · ≧ dk

と表すことができることは同値である.

主定理２ [n]上の simplicial complex ∆に対して, I∆ が stable, G(I∆) =

G(I∆)2 であることと
G(I∆) = {x1x2, . . . , x1xd1}
∪{x2x3, . . . , x2xd2}
∪ . . .

∪{xkxk+1, . . . , xkxdk
},

1 ≦ ∀i ≦ k − 1, k ≦ di ≦ n

と表すことができることは同値である.

主定理 3 ∆が strongly stable flag complexであるとき, G(I∆)から f(∆)

を , 逆に f(∆)から G(I∆)をただ一通りに決めることができる.

また, stable flag complexの場合は主定理 3の類似は成り立たない.
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例 4

∆1,∆2 を [4]上の simplicial complexとする
G(I∆1) = {x1x2, x1x3, x1x4}∪{x2x3} とおく. このとき, d1 = 4, d2 =

3.d1 ≧ d2 が成り立つので主定理 1 より I∆1 は strongly stable であること
がわかる.また, ∆1 は strongly stable flag complexであることもわかる.

G(I∆2) = {x1x2, x1x3}∪{x2x3, x2x4} とおく. このとき, d′1 = 3, d′2 =

4.d′1 < d′2が成り立つので主定理１より I∆2 は strongly stableではない.しか
し, 2 ≦ d′1, d

′
2 ≦ 4が成り立つので主定理２より I∆2 は stableであることが

わかる.また,∆2 が stable flag complexであることもわかる.

定義 5 a-列 a = (a1, a2, . . . , an−1) ∈ Zn−1
≧0
は以下の条件を満たす数列で

ある.

1 ≦ ∃k ≦ n− 1,1 ≦ ∀i ≦ n− 1, 0 ≦ ai ≦ n− (i+ 1),

a1 ≦ a2 ≦ ... ≦ ak ≦ ak+1 > ak+2 > · · · > an−1,

k + 2 ≦ ∀i ≦ n− 1, ai = ak+1 − (i− k − 1)

定義 6 a-列 a = (a1, a2, . . . , an−1) ∈ Zn−1
≧0
は以下の条件を満たす数列で

ある.

1 ≦ ∃k ≦ n− 1, 1 ≦ ∀i ≦ k − 1, 0 ≦ ai ≦ n− k

ak ≦ ak+1 > ak+2 > · · · > an−1

k + 2 ≦ ∀i ≦ n− 1, ai = ak+1 − (i− k − 1).

例７
例４の∆1,∆2 について a-列と f-列について計算すると以下のようになる.

∆1 : a = (0, 1, 1), f(∆1) = (4, 2)

∆2 : a = (1, 0, 1), f(∆2) = (4, 2)
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